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従来用いられている手法は、正負極２対の鍼を患部に刺す
ことが必要であり、通電鍼に必要な配線が増大する問題が
あった。本発明は、通電鍼を鍼とレクティナ(マイクロ波を
直流電流に整流変換するアンテナ)で構成し、無線給電にマイ
クロ波等の電磁波を用いパルス変調や交流パルス変調で送電
することを特徴とする。無線送電機からパルス変調波や交流
変調を送電すれば、レクティナ付き鍼で人体にパルス電流や
低周波電流を流すことができる。
具体的には、送電機側で、正の電流供給を第一のオンオフ

変調で、負の電流供給を第１の変調周波数よりも高い周波数を
持つ第２のオンオフ変調で送電し、受電機側で各変調信号を
検出復調することで、正負の電流切り替えを行い鍼に給電を
行います。

配線なしで一挙に各鍼に給電可能

鍼治療を快適に！無線給電を用いた
ワイヤレス鍼通電システム

医療 ワイヤレス 鍼治療

複数の電線につながれた鍼が刺さっている状態で、物理的・
心理的に身動きが取りにくいという、患者側の身体的・
心理的負担（ストレス）が軽減される。

正負のパルス信号を送電器側で制御が可能

新規性・優位性

●

●

応用・活用例

患部に鍼を刺すのみで通電できるため、配線の整理等の
手間無く簡単に治療が出来る。

配線が不要となり作業自体が簡易化されれば、患者本人が
自宅や移動先など、場所を選ばず気軽に使用できるような
鍼通電装置を実現することが可能。

肌に塗った溶液を肌内部に浸透させるイオントフォレー
シス技術を用いた美容鍼にも活用が可能なため、本や
スマホを見ながら手軽に肌のお手入れを行えます。
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